





















































































岡山医学会雑誌　第124巻　December 2012, pp. 277ﾝ278
病　院　紹　介
278
患者の90％以上が会社とは無関係な
一般市民であります．求められてい
る病院像は，会社職員の健康管理だ
けでなく，地域に根ざした安全で的
確な医療を提供できる病院でなけれ
ばならないと考えています．市民検
診や会社検診，人間ドックなどの検
診業務，救急医療を対象とした急性
期医療，療養病棟における慢性期医
療，また訪問診療による在宅医療を，
通常の診療業務の柱として考えてい
ます．
　外来患者数は過去５年の平均で年
間延べ約10万4,000人，１日平均で約
430人，一般入院患者数は年間延べ約
２万1,000人，療養入院患者数で年間
延べ約１万4,000人です．１日平均で
一般が約57人，療養が約39人，合計
で約96人です．上部消化管検査が年
間約1,000例，下部消化管検査が年間
約400例です．平均手術症例は外科・
整形外科で全身麻酔症例約57例，腰
椎麻酔症例約52例です．CT検査数
は年間約3,800例，MR検査数は約
1,800例です．入院・外来のリハビリ
総数は年間延べ２万5,000人です．内
科を中心にした訪問診療は，常時約
30件あり，年々微増しています．
病院の将来的展望
　当院は岡山市より約20㎞南に位置
し，車で一時間ほど移動すれば，大
学病院をはじめ倉敷・岡山の主要中
核病院を受診することが可能です．
重篤な疾患や手術を必要とする疾病
の場合，そうした中核病院の専門医
の治療を希望される患者さんが最近
増えています．そのため，外来患者
数は年々増加傾向にありますが，入
院患者数は減少傾向にあるという結
果となっています．また，保険医療
上，看護師比率の制限を受けている
ことと，実際の慢性的な看護師不足
のために，所有ベッドの数だけ入院
患者をとれないことも入院患者数の
減少の原因となっています．こうし
た当院の人的危機は，看護師だけで
はありません．従来，当院の医師は
岡山大学の各医局と強い結びつきが
あり，人事はほぼ医局への要請によ
るものでした．現在，卒後新教育制
度による医局の医師数の減少に伴
い，ほとんど人事要請が無効の状態
です．医師の補充や若返りの目途は
たちません．しかし，医師の高齢化
は確実に進み，「恐らく後10年もすれ
ば…」と考えると，事態は深刻なも
のです．現在のところ，この医師不
足や看護師不足の有効な解決策は見
当たりません．補完力のない病院が
機能不全を起こす時期については，
予断を許さないものがあります．
　将来に大きな希望も展望もありま
せんが，地域住民の必要とする医療
を提供するためには，地域の要望に
敏感に対応しなければならないと考
えています．現在感じていることは，
一次救急に対する対応，正確な診断
能力の維持，そして今後増加すると
思われる在宅医療への展開などであ
ります．造船所の歴史的，構造的不
況は改善する見込みはありません
が，企業病院として社員の健康管理
並びに産業医的役割に関しても従来
どおり頑張りたいと考えます．
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